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岡
山
空
襲
惨
状
伝
え
る

心
内
畷
一
当
時
の
佳
活
用
品
も
展
示

　
昭
和
二
十
年
・
の
竺
送
襲
を

教
爵
こ
足
め
ら
れ
た
「
市
平
和

の
日
」
．
（
二
十
九
日
）
を
前
に

二
十
＝
百
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
写
真

腰
が
表
町
の
天
満
塁
岡
山
店
地

下
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
市
内

二
ヵ
所
で
始
ま
っ
た
。

　
地
下
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

６
・
2
9
市
民
平
和
祭
実
行
委
（
大

圖
｀
Ｆ
ｈ
フ
ブ
　
ー
コ
ノ
　
　
　
　
…
…
…
…
…

　
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
写
真
や
資
料
に
見
入
る
市
民

　
ら
日
日
天
満
塁
岡
山
店
地
下
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
高
弐
杓
九
十
ざ
も
展
示
さ
れ
、

　
　
　
　
汚
民
の
弓
を
引
い
て
い

順

石
和
昭
代
表
）
が
「
岡
山
空
襲

と
子
ど
も
展
」
を
二
十
八
日
車

で
開
催
。
岡
山
空
襲
で
廃
虚
と

な
っ
た
市
中
心
部
の
街
並
み
を
・

撮
っ
た
写
真
の
ほ
か
、
国
際
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
コ
ソ
ボ
難
民
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
撮
影
し
た
写
真
な
ど
約
五
十

点
を
展
示
し
て
い
る
。

　
買
い
物
で
立
ち
寄
っ
た
弓
田

フ
サ
エ
さ
ん
（
さ
ハ
）
目
‥
舟
橋
町
口
口

は
苑
人
が
空
襲
で
亡
く
な
っ

て
お
り
、
当
時
を
思
い
出
し
て

胸
が
熱
く
な
っ
た
。
こ
の
写
亭

展
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
ま
た
市
と
市
教
委
は
「
岡
山

戦
災
の
記
録
と
写
真
展
」
　
（
二

十
五
日
ま
で
）
を
大
供
の
市
役

竺
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
。

岡
山
空
襲
の
直
前
と
直
後
に
撮

影
し
た
市
中
心
部
の
写
真
と
水
・

－ 　 ? 一 〃 ゝ

筒
、
飯
ご
う
と
い
っ
た
当
時
の
。

生
活
用
品
な
ど
約
六
十
点
の
ほ

か
、
戦
災
で
焼
け
焦
げ
た
か
ね

つ
き
堂
（
現
在
の
表
町
）
の
「
つ
・

り
が
ね
寸
（
直
径
約
九
十
頑
△
。
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